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臨床栄養部では、専任医師および管理栄養士10名が、病
院で提供する食事についての安全性と満足度を高めるた
めの取り組みや、患者さん一人ひとりの栄養面でのサポー
トを行っています。若く熱意を持ったスタッフが多いの
が特徴です。

　臨床栄養部のもっとも大きな役割の一つが、入院患
者さんにより安全でおいしい食事を提供することです。
「食べる」というのは、人間の基本的な欲求の一つ。患
者さんを少しでも元気づけられるよう、ご要望にでき
るだけ応えられるよう努力しています。
　それと同時に、医療における管理栄養士の役割も大
きくなっています。糖尿病や腎臓病など、食事が治療
に密接に結びつく疾患はもちろん、すべての領域・疾
患において、栄養面のサポートは欠かせません。治療
の効果を上げる、あるいは疾病の予防につなげるため
に、個人指導や集団指導のほか、医師や看護師・薬剤

師など多職種で構成する栄養サポートチームの一員と
して病棟をまわりながら、管理栄養士が専門的なアド
バイスを行っています。特に、兵庫医科大学病院には
炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病）の患者さん
が多いため、炎症性腸疾患センターと連携して、患者
さんやご家族を対象にした栄養教室も実施しています。
　病院食の栄養計算をするだけではなく、病棟をま
わって患者さんの食事への想いを肌で感じたり、治療
の一環として栄養指導を行ったりと、臨床の現場で患
者さんと直接向き合うことこそ大切。そうした思いの
もと、従来は「栄養部」だった部門を「臨床栄養部」に改
称しました。病気の予防という観点からも管理栄養士
の幅広い知識や経験が重要となってくる中で、医療ス
タッフの一員としての意識を高く持ち、患者さんにしっ
かりと寄り添っていきたいと思います。
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患者さんを栄養面からサポートします

●主な業務
食事療法（病院食）
食事の安全性を高めるための調理システム（クックチル）を導入し、より患者さんの満足
度を高めるため、朝夕の選択メニューや温冷配膳車による適温サービスなどを行って
います。治療食としては、エネルギー・たん白質・脂質・塩分・カリウム・鉄・易消化性等、
その病態に応じた食事の提供を行っています。

入院栄養管理
入院時に栄養スクリーニングを看護師が行い、必要に応じて管理栄養士が患者さんと面
談し、中等度以上の栄養状態不良の患者さんには看護師と管理栄養士が共同して栄養管
理を行っています。

糖尿病透析予防指導管理
糖尿病からの透析移行を予防するため、医師・看護師・管理栄養士が連携して、運動と栄
養、治療の面から重点的な医学管理を行っています。

栄養サポートチーム（NST）によるアドバイス
摂食障害や消化吸収障害などが原因で、栄養管理に高度な技術が必要な栄養状態の悪い患
者さんには、医師をリーダーとした多職種により構成された「栄養サポートチーム（NST）」
が、栄養治療に対し総合的にアドバイスをしています。病棟担当管理栄養士が対象となる
患者さんをピックアップし、NST専従管理栄養士が病棟と連絡を取りながら、現在全病
棟のラウンドを行っています。

栄養指導
医師の指導に基づいて行う「個人指導」や、糖尿病、腎臓病、心臓病・高血圧・脂質異常症、
肝臓病、妊産婦教室の「集団指導」のほか、炎症性腸疾患に関する栄養教室も始めています。


